
 

 

 
 
 
 

 

老人大学学生会 総会議案 書面審査の結果報告 

 休講に伴う総会未開催対応として実施した，①2019 年度決算書・監査

報告，②2020年度予算案，③バザーほか特別会計の支出について，④本部

役員についての書面審査，お忙しい中ご検討いただいた上でのご返信，あり

がとうございました。 

 ６月１１日（木），飛田学長立ち合いのもと，第４９期本部役員が１通ず

つの回答を確認・集計しました。その結果は，次の通りです。 

福山市老大学生会員数：２,４５７人（５月１５日現在）  

１ 2019年度決算報告・監査報告 …………… 承 認：２,４５０票   不承認：２票  無 効：５票 

 ２ 2020年度予算案 …………………………… 承 認：２,４４７票   不承認：４票   無 効：６票 

 ３ バザーほか特別会計の支出について ……… 承 認：２,４４４票   不承認：４票   無 効：９票 

４ 2020年度本部役員について ……………… 承 認：２,４４６票  不承認：５票   無 効：６票 

以上のように，すべての事項において承認を得たことを報告させていただきます。 

 
退任のあいさつ                      学生会 前会長  若林 宏治 

皆々様，いろいろお世話になりました。 

２４年間の老大生活では，その大半を委員長や学生会副会長として，さらに第８代学

生会長として3年，皆様からの親切なご指導いただきながら仕事をさせていただき，大

変幸せな時間を過ごすことができました。また，この間，７人の学長，そして事務局の

皆様のご支援をいただきましたこと，ありがたく厚くお礼申し上げます。 

多くの方々との出会いを通して，貴重な経験とともに，数多くの思い出を得ることが

できたこと，感謝いたしております。 

今後とも，変わらぬご厚情を賜りますとともに，福山市老人大学の発展と皆様方の益々のご健勝を祈念い

たしまして，ご挨拶といたします。 
 

就任のあいさつ               学生会 新会長  日野 孝子 

 皆さん，こんにちは。この度，第５０期学生総会中止に伴う【本年度全学生を対象と

した書面審査】においてご承認いただき，第５０期学生会会長になりました日野孝子で

ございます。 

このような大任を任されたことの責任の重さを痛感し，「何ができるだろうか」との

不安もありますが，事務局と学生会が車の両輪の如く一致団結して前進できますよう，

「ワンチーム」を合い言葉に務めてまいりたいと存じます。 

今，新型コロナウイルス感染拡大という緊急事態のため，老人大学が『１学期休講』となっておりますが，

健康に留意されつつ，新しい生活様式に対応して過ごされていることでしょう。学生の皆さんと力を合わせ

て豊かな発表の場としていた「学生祭」中止が決まり，目標の一つを無くした感はありますが，老大での講義

やクラブ活動を心から楽しめる日を待ちましょう。 

 老大で学ぶことに誇りをもつ学生会として，多面的な視点からのご意見を受け止めつつ，改善できること

は一歩ずつ今風に改革し，今以上の組織に成長させましょう。 

 第２波・第３波がこないことを心よりお祈りしています。 
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講師と学生を繋ぐ取組みから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「新しい生活様式」定着が前提！！ 
学長 飛田 洋悟 

 緊急事態宣言が解除されたとは言え，第２波・第３波の到来に備えつつ，With コロナ（コロナとの共生）

の状態で生きていかなければなりません。言い換えれば，予防接種やワクチンが開発され，新型コロナウイル

ス感染症が【終息】するまでは，私たち一人ひとりが「新しい生活様式」の定着に向けた努力を積み重ねる

ことにより，感染リスクを回避することが求められているわけです。 

 老大での講義が始まることが，そのまま，「コロナの恐怖が消えて安心・安全」と言うわけではなく，老大

生一人ひとり（職員も）が施設の利用者として，移さない・移されないように責任ある行動を確実に実践する

ことが大切ということです。 

 「健康と安全が1番」をめざし，「老大から，一人のコロナウイルス感染者も出さない」を合い

言葉にする以上，次に示す事柄ができる・守れる・努力することが受講の最大条件と言えます。 

これから，暑い夏を迎え，マスク着用一つもなかなか実践しにくくなりますが，老大での楽しい学びを思い

浮かべながら，意識できているか・きちんとできているかを自己点検してみてください。健康チェックシート

を同封しますので取り組んでみましょう。 
 

１ 毎朝，必ず体温を計測して記録する 

２ 不要不急の外出は控えるとともに，人混みを避ける 

（外出した際は，場所と接触者などを記録する） 

３ 外出する時は，必ずマスクを着用する 

（無意識にマスクに触れない  予備のマスクを準備する） 

４ 咳エチケットを守る 

５ 石鹸で，こまめに手を洗う 

６ 人との距離（ソーシャルディスタンス）をできるだけ２m確保する 

７ 会話をする時は真正面を避け，不必要な会話はしない 

※ 洋式トイレのふたを閉めてから水を流す 

講師の先生方 

○ メッセージの送付 

○ 教材や学習資料，課題の提示 

↓ 

・多くの学生から，電話やメール・はがき

等の反応があり，自粛生活の続く中，と

ても嬉しくなった。 

・長く会っていない学生の顔や姿を思い浮

かべることができた。 

・開講できる日への夢をもつことができ

た。 

老大生 
○ お礼の電話やメール 

○ はがきでの近況報告 

○ 課題への返信 

↓ 

・先生のメッセージから，楽しかった講義を思い出 

すことができた。 

・電話で先生の声も聴くことができて，嬉しかった。 

・再開（再会）できる日への希望をもつことができ 

た。 

・授業が始まり，講師や学生にお会いできる日を心 

待ちにしている。 

事務局 

・さまざまな情報（マスクの作り方，体操，フレイル予防対策など）提供 

・講師と学生，老大との絆を感じられる取組みの工夫と継続 

 

受け取った学生からの電話・メール・はがき等の反応があり，とても温かく

なった。 

・学生 


